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               審   査   の   要   旨 
 
本論文は、シリカバイオミネラリゼーションの起源と進化の理解のためのカギとなるリザリア生物群
に属する有殻アメーバの一種ポーリネラ・クロマトフォラにおいて、その特異な珪酸質鱗片形成と被殻
構築過程について電子顕微鏡観察、タイムラプスビデオ観察、間接蛍光抗体法、STEM-EDX を用いた元素
検出などを駆使して初めて詳細に記述している。また、珪酸質被殻関連タンパク質の探索にもリザリア
生物群で初めて着手し、珪酸トランスポーターおよび機能未知のタンパク質を発見しており、リザリア
生物群におけるシリカバイオミネラリゼーション研究への扉を開く画期的な研究成果といえる。本研究
は、野外サンプルから独自にポーリネラの培養株を確立し、ユニークな研究課題であるリザリア生物群
の珪酸質被殻形成の理解のため、最新の技術を適切に取り入れ新しい研究の展開を切り開く独創性の高
いものであり、高く評価できる。 
平成２７年２月２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
